
（資料-１４　①）
第１部会での意見を踏まえた〔案〕の修正について

第１章　すべての人がいきいき輝くまちづくり

第１節　非核、平和のまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

1 １ 動向と課題
２

「唯一の被爆国」という表現は適
切か。

修正する。
（１行目の部分、「世界最初の核
被爆国」）

第２節　人権を尊重するまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

2 2
動向と課題
２
「犯罪被害者」の人権侵害にも触
れるべきではないか。

3 2
動向と課題
２

「インターネットを利用した人権
侵害など」とあるが、これを例示
として挙げる必要があるのか。

4 2
動向と課題
２
「インターネット」の代わりに
「高度情報機器」としてはどう

5 2 節全体

行政自身が人権を守る行政を行う
ことに関する言葉がない。

特に修正しない。
（動向と課題　３　の８行目に
「あらゆる行政分野に人権の視点
を根付かせ、」と表現されている
ことを踏まえ、男女共同参画の苦
情等処理委員制度、個人情報保護
制度、福祉オンブスパーソン制度
など、具体の施策を実施してい

第３節　男女共同参画のまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

6 3
体系
３

7 4
計画
３

修正する。
（４行目からの部分、「また、犯
罪被害者及びその家族の人権侵害
や、社会の変化に伴って高度情報
機器を利用した新たな人権侵害な
ども起きており、」）

「ゆとり」という言葉がわかりに
くい。

修正する。
（それぞれのタイトルの部分、
「男女が人間らしくゆとりをもっ
て働き暮らすための環境整備」）
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第３章　健康で安心して暮らせるまちづくり

第１節　すべての子どもが健やかに育つまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

8 11 動向と課題
３

「時を移すことにより」という表
現は、全体の感じから浮いている
ように思う。

修正する。
（３行目の部分、「・・・が増え
ています。一方で、吹田のまちで
展開されてきた地域での子育て支
援の中で、これまで支援を受けて
いた市民が、支援する側にまわる
という新しい力も生まれてきてい
ます。このような新しい力を次の
力へとつなぎ、子育て支援の輪を
広げていくことが大切です。子ど

9 12 計画
３（２）

この節のタイトルが「すべての子
どもが健やかに育つまちづくり」
であるので、ある特定の人を対象
とする「療育」という言葉が使わ
れていることに違和感を覚える。

特に修正しない。
（最終的なまとめの際に、注釈を
付ける。）

10 13 計画
４（２）

ここでは、緑地の少ない地域を優
先的に整備していく姿勢を示して
いただければと思う。また、第５
章第２節にも同じような項目が挙
がっているので、そことタイアッ
プして考えていただく事も可能で

特に修正しない。
（意見を踏まえ、具体の施策の中
で実施していく。）

第２節　高齢者の暮らしを支えるまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

11 15 基本方向
２

「介護保険の認定にかかわらず」
という表現の意味するところがわ
かりにくい。

修正する。
（２行目の部分、「・・・また、
介護認定の有無にかかわらず家族
の状況などから生活上の援助

12 15～16 計画
２

高齢者の健康づくりについて、第
２節と第６節は分けない方がよい
のではないか。

特に修正しない。
（高齢者の自立した生活を築く上
で、生きがい、健康づくり、介護
予防が関連するため。）

13 15～16 計画
２（２）

市民意見のＮｏ.１９については、
高齢で自ら介護保険の審査を要求
しない人に対してもコミュニティ
センター等で何かをするという事
を高齢期の健康づくり介護予防と
いうところで書いておけば済むこ

修正する。
（２行目の部分、「・・・その家
族等を身近な地域で支援す
る・・・」）
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第３節　障害者の暮らしを支えるまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

14 18 計画
３（４）

市民意見のＮｏ.２２については、
単に「医療費の公費負担制度の継
続」とばかり言わずに、例えば歯
科診療はすでに行っているから、
「受け入れ体制の充実」という表
現を使われれば、今以上によくな

修正する。
（５行目の部分、「・・・治療を
受けられるよう、医療体制の整備
に努めるとともに、医療費
の・・・」）

15 17～18 節全体

被爆者援護の医療費助成事業が実
施されているが、それはどこに位
置付けられるのか。

修正する。
（第４節　計画　１（１）　４行
目のあと改行し、「また、援助を
必要とする市民が安心して暮らす
ことができるよう、原子爆弾被爆
者二世への援助をはじめ、きめ細
かな福祉施策の推進に努めま

16 17～18 節全体

中途障害者に対する事業が、本市
では既に実施されているので、そ
のことについて文言を入れてはど
うか。

17 17～18 節全体

障害者という場合、その対象をど
のように捉えているのか。第２
節、第３節、第６節での対象者を
整理して、記載を工夫すべきだと

第４節　地域での暮らしを支えるまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

18 19 動向と課題
２

「障害者の問題など」と書いてい
るが冷たい感じがする。「障害者
の自立と社会参加の実現など」と
表現を変えた方がよいのではない
か。

修正する。
（７行目の部分、「・・・介護の
問題、障害者が抱える問題など、
ひとりで解決できない困難な課題
が市民生活に広がっていま

19 19 動向と課題
５

制度改正によりサービスの利用が
困難になったというイメージにと
られるので、「必要なサービスの
選択が困難になっている」という
ように変更してはどうか。

修正する。
（１行目の部分、「サービス事業
者との契約により、福祉サービス
を自分で選んで利用する仕組みが
広がる中で、必要なサービスの利
用が困難になっている認知症高齢
者などに対し、地域におい

第５節　生活を支える社会保障の充実

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

20 23 動向と課題
１

「母子」とあるが、父子家庭の場
合もあると思う。

修正する。
（４行目の部分、「・・・、高
齢、ひとり親、傷病、障害

修正する。
（動向と課題　３　９行目の部
分、「障害の状況や年齢などによ
りニーズが異なることから、障害
福祉施策を・・・」）
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第６節　健康な暮らしを支えるまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

21 25 動向と課題
２

「・・・生活習慣の確立が基本で
あり、・・・自己管理が原点で
す」とあるが、基本と原点はこの
ような使い方で適切か。

修正する。
（３行目の部分、「自己管理は生
活習慣病予防の原点でもありま
す。」）

22 25 動向と課題
４

「壮年期から高齢期の」とある
が、世代にかかわらず若い人の自
殺や鬱症状も増えている。もっと
広がりのある表現をとった方がよ

修正する。
（１行目の部分、「若年者を含む
幅広い年齢層で、」）

23 25 動向と課題
５

「ＳＡＲＳ、鳥インフルエンザな
ど」とあるが、ここにエイズを入
れる必要はないか。

24 25 動向と課題
５

「ＳＡＲＳ、鳥インフルエンザな
ど」「Ｏ１５７など」とあるが、
例示を挙げない方がよいのでは。

25 25 動向と課題
５

薬物中毒に対する問題に対して防
止運動のようなことを吹田市が
行っていれば書いておいてもいい
かと思う。

特に修正しない。
（上記修正により、「など」に含
むものとする。）

26 25 体系
４

27 27 計画
４

28 26 基本方向
５

「地域の急性期医療基幹病院とし
て、市民病院の充実を図りま
す。」とあれば国立循環器病セン
ターや大阪大学医学部附属病院よ
りも充実させると解される。「地
域の連携による地域医療の完結を
めざす」と書く方がよいのでは。

修正する。
（１行目の部分、「地域に集積し
ている医療機関の連携を深め、市
民が安心して医療を受けることが
できる地域医療体制の整備に努め
ます。また、市民病院について
は、公的病院としての役割を果た
すとともに、地域の急性期医療機
関として患者サービスの向上等に

29 26
計画
２（５）、
（６）

「精神保健」は保健センターの対
象ではなく、保健所の対象ではな
いか。保健所の役割と保健セン
ターの役割をきちんと区別して保
健センターのする事をここに書け
ばいいと思う。（６）の「健康危
機管理」も同じである。
「（５）」「（６）」はどこかに
入れて書くことはいいが、わざわ

（５）については、修正する。
（体系と計画　２（５）　それぞ
れのタイトルの部分、「心の健康
づくり」）
（６）については、修正しない。
（保健所と連携し、市として事業
を実施していく。）

「市民病院の充実」を強調するこ
とに違和感を覚える。市民病院の
あり方、地域の高度医療機関との
連携、開業医の果す役割を整理し
て記載すべきではないか。３とし
て「地域医療体制の整備」と書い
ているが、この辺のところを充実
させれば市民病院だけにものが重
なってくる事にはならないと思
う。

修正する。
（体系と計画　４を削除し、体系
３に「（３）地域医療連携体制の
整備」を入れ、計画　３にも
「（３）地域医療連携体制の整
備」とタイトルを入れたあと改行
し、「病院間、病院と診療所、診
療所間の連携を深め、適時に適切
な医療を受けることができる地域
医療体制の整備に努めます。ま
た、市民病院については、地域の
急性期医療機関として、他の医療
機関との連携を進め、地域医療の
水準向上に貢献する高度で良質な
医療、安心・安全な医療の提供に
努めるとともに、中長期の視野に
立った経営改善を進め、経営基盤
の確立に努めます。」）

修正する。
（１行目からの部分、例示を削除
し「国際的に広がる新たな感染症
や、食中毒の発生などにみられる
ように、」）
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第４章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第１節　学ぶ意欲と主体性を育てるまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

30 30 動向と課題
５

「安全に遊び活動し、」とある
が、「安全に遊び、活動し、」で
はないか。

修正する。
（９行目の部分、「安全に遊び、
活動し、」）

31 32 計画
２（１）

一般的な学校教育施設の安全性だ
けではなく、もっと踏み込み耐震
対策等も書いた方がよいのでは。

特に修正しない。
（意見を踏まえ、１行目の「学校
教育施設の安全性の確保」や、第
６章　第１節　計画　１（１）
２行目の「都市基盤施設の防災機
能の強化」のための、具体の施策
の中で実施していく。）

32 32 計画
４（１）

山田駅前に青少年拠点施設をつく
る話が具体化し始めているので、
具体的な記載をしてはどうか。

修正する。
（１行目の部分、「つながりを基
本理念として、青少年自らの活動
の場並びに青少年団体や青少年育
成団体の活動の場として、また、
幅広い情報や相談の機能を持つ青
少年育成のための拠点施設を整備
します。」）

33 32 計画
４（３）

ここか、［青少年育成］の６で、
性教育の問題を取り上げる必要は
ないか。

特に修正しない。
（学校教育の保健体育の中で、具
体の事業を実施している。）

34 29～33 節全体 「家庭教育」についてもっと踏み
込んだ記載が必要ではないか。

35 29～33 節全体

あまり特定の行政の価値観を「家
庭教育」に押し付けることはよく
ない。計画の６の中で、家庭内で
保護者が子どもの教育で困った場
合にどういう形で行政としてサ
ポートするかが必要である。その
ようなサポートを行う立場から家
庭教育に向けた支援を行政として
行うという記載があればいいので

36 29～33

動向と課題
１
計画
２（１）

今後の児童・生徒数の推移や地域
の実情を加味しながら、よりよい
教育環境の整備に努めることにつ
いて、記述を追加したい。
（事務局による修正）

修正する。
（動向と課題　１　１４行目の部
分、「・・・生じています。ま
た、地域の人口の変動や学級編制
基準の見直しに伴う教育環境の整
備も課題となっています。」、計
画　２（１）　３行目の部分、
「・・・また、今後の児童・生徒
数の推移や地域の実情を加味しな
がら、よりよい教育環境の整備に
努めます。さらに、開かれた学校

第２節　生涯にわたり楽しく学べるまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

37 35～36 節全体

最近の動きとしては、社会人の方
が自ら学び直しており、その辺の
位置付けや受け皿について考える
ことの記述があってもよいのでは

特に修正しない。
（意見を踏まえ、生涯学習の具体
の施策の中で実施していく。）

38 35～36 節全体

「個性がひかる」という一方で、
「体系化」とか「推進体制の充
実」と表現が固い。もう少し表現
の仕方を柔らかくできないか。

特に修正しない。
（生涯学習を進めるための体制に
ついて述べており、他の章でも使
われている記述と合わせてい

修正する。
（計画　６（３）　１行目の部
分、「子どもの成長に果たす家庭
の役割は大きく、親子で参加する
行事や相談事業、ＰＴＡ活動への
支援などを通じて、家庭への支援
を行います。また、家庭、学校、
地域が・・・」）
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第３節　スポーツに親しめるまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

39 37 動向と課題
２

「「一市民・一スポーツ」を合言
葉に」という表現はどうかと思
う。

特に修正しない。
（健康づくり都市宣言のもとで現
行総合計画で掲げ推進してきてお
り、今後、よりスポーツを市民に
広げていく必要があるため。）

40 38 計画
３（２）

「総合型地域スポーツクラブ」と
いう言葉がわかりにくい。例示的
に書くか、注釈を付けた方がよい

特に修正しない。
（最終的なまとめの際に、注釈を
付ける。）

41 38 計画
４（３）

「スポーツを通じて健康寿命を延
ばす」という表現はおかしいので
は。「スポーツ」と「運動」、
「体力づくり」と「健康づく
り」、それぞれ言葉の使い方を整
理して使わないといけない。

修正する。
（体系と計画　４（３）　それぞ
れのタイトルの部分、「健康づく
り事業の推進と高齢者・障害者ス
ポーツの振興」、計画　４（３）
２行目の部分、「・・・ために、
身体活動や運動を日常生活の中に
習慣化できるよう、保健事業との
連携を図り、それぞれのライフス
テージに応じた生涯スポーツに取
り組める環境を整備します。ま

第４節　多彩な文化が交流するまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

42 40 計画
３（３）

博物館については、事業内容の充
実、アクセスの向上などが求めら
れる。

特に修正しない。
（意見を踏まえ、具体の施策を実
施していく中で、事業内容の充
実、アクセスの向上などに努めて

43 40 計画
３（３）

単なる「知的情報の提供できる施
設」ではなく、「まちづくりの拠
点の一つにふさわしい施設」とい
う形で記載できないか。

修正する。
（１１行目の部分、「事業展開を
進め、地域の歴史や文化を学ぶ拠
点としてまちづくりに貢献できる
施設のあり方を研究していきま

第５節　国際感覚豊かなまちづくり

ページ 該当部分 第１部会での意見 修正案

44 42 計画
３（２）

「外国籍市民の市政への参画」に
おいては、参政権の問題に触れな
いわけにはいかないのでは。

修正する。
（１行目の部分、「審議会等への
外国籍市民の参画を促進するとと
もに、共に生きる市民として市政
に参画する機会の拡大について検
討を進めます。」）

45 41～42 節全体

外国籍市民と交流する場をつくる
ということを盛り込むべきではな
いか。

修正する。
（計画　３（１）　１２行目の部
分、「・・・環境づくりに取り組
むとともに、外国籍市民との交流
の場を整備します。」）
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